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１．はじめに  

 表面波探査は物理探査の一種であり，成果として地盤の速度構造を得る調査手法である。図-1，写真-1 に示すよ

うに，地表面に設置した起振機及び検出器により，計測データ（位相速度-深度）を得る。起振機性能における周波

数の下限値，あるいは目的に応じた探査深度（例：戸建住宅の地盤調査の場合は 10～15m）まで計測を実施する。

表面波探査の計測データは，地表面から当該深度まで全体の平均速度であるため、層区分を行い、各層毎の速度を

最終的に計算する。図-2 に計測データ（平均速度）を点線で、解析データ（各層毎の速度）を階段線で示す。この

各層毎の速度計算については、自社で開発した計算式 1)に基づく。 

諏訪市豊田・湖南 3)，浦安市高洲 84)にて行われた地盤調査一斉試験に参加し，表面波探査を実施した。本稿では

表面波探査とＰＳ検層の Vsの比較，表面波探査結果と一軸圧縮強さとの相関関係を報告する。 

 

 

 

 

 

 

写真-1 表面波探査の計測状況                              図-1 計測状況の模式 

２．表面波探査とＰＳ検層との Vs比較  

 表面波速度 VrはＳ波速度 Vsに，ポアソン比を介して式(1)

で推定できることが知られている 2)。表面波探査結果から

得られた換算Ｓ波速度 Vsと，ＰＳ検層結果の Vsを比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 表面波探査とＰＳ検層との Vs比較内容 

 戸建住宅の地盤調査において主に対象とする深度 15m までを対象とし，図-2 に示す内容に沿って表面波探査結果

を整理した。各試験地で実施されたＰＳ検層の Vs
3)～4)と表面波探査による換算 Vsを比較した結果を図-3 に示す。 

諏訪市豊田では，深度 12.5m 以深の粘性土地盤において同等の値を示しているが，それ以外（砂地盤）では，表

面波探査による換算 VsがＰＳ検層の Vsより全体的に小さくなる傾向が確認された。また，浦安市高洲では，粘性土

地盤（6m 以浅）では同等の値を示しているが、それ以外（砂地盤）では，表面波探査による換算 Vs がＰＳ検層の

Vsより全体的に大きくなる傾向が確認された。 
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ここに  Vr：表面波速度(m/s) 

      Vs：換算Ｓ波速度(m/s) 

    0.954：ポアソン比 0.49 の時の Vr/Vs
2) 

※地表面付近の一般的な値として0.49とした 

(1) 

ＰＳ検層にて計測が実施された深度に

おける表面波速度を抽出し，式(1)を用い
て S 波速度を換算する。 
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（１）諏訪市豊田 （２）浦安市高洲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図-3 ＰＳ検層の Vsと表面波探査による換算 Vsの比較結果 

３．表面波探査と一軸圧縮強さとの相関関係  

 各試験地でサンプリングした乱れの少ない粘性土試料を用いた一軸圧縮試験結果 5),6)と，周縁で実施した表面波

探査結果を比較し，一軸圧縮強さ quとの相関関係を確認した。図-4 に表面波探査結果より換算したＳ波速度 Vsと， 

同深度における一軸圧縮強さ quとの関係を示す。図には前報 7)による結果も示した。また、図には今井ら 8)による

ＰＳ検層の Vs と一軸圧縮強さ qu の相関式(2)から整

理した式(3)の関係も示す。その結果，今井らが示し

たＰＳ検層の Vsと一軸圧縮強さ quの相関式が、表面

波探査による換算 Vs と一軸圧縮強さ qu との関係の、

下限（約 150m/s より小さい速度において）を示す傾

向が得られた。 

 今後，さらにデータを蓄積したいと考えている。 

 

 

 

 

 

図-4 換算 Vsと一軸圧縮強さ quの関係 
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※戸建住宅の調査において主に対象となる、深度 15m 以浅を対象とした 

※浦安市高洲は該当データがない為、未掲載。 

ここに 

 Vs：Ｓ波速度(m/s) 

 qu：式(2)の一軸圧縮強さ(kgf/cm2) 

 qu：式(3)の一軸圧縮強さ(kN/m2)  
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